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N

至
 
八
王
子

一号堰一号堰

BB

BB

BB

BB

BB
BB

八
高
線

高麗川

城山橋

至 日高

西坂戸運動公園

車止め車止め

城山配水池城山の森の看板城山の森の看板

城山の森の看板城山の森の看板

棚田棚田

多和目城の解説板多和目城の解説板

多和目城跡多和目城跡

道しるべは城山小学校学校応援団・西坂戸自
治会こども応援団が設置したものです。

城山荘城山荘

BB

道しるべ

ベンチ

遊歩道

車道

トイレ

駐車場

バス停

岩口神社岩口神社

　サワギキョウは、9 月に花
を咲かせる城山を代表する希
少種です。絶滅危惧種。

サワギキョウサワギキョウ

　岩口神社への入口で
す。雰囲気が良い参道
がのびています。

城山の森の位置

坂戸市

城山の森への行き方
さかっちバスおおや線、
さかっちワゴンにっさい線

「城山荘」下車

城
山
の
森
の
地
勢

　
城
山
の
森
を
南
北
に
分
け
る
尾
根
道
の
北

側
は
緩
や
か
な
傾
斜
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東

西
に
小
沢
が
あ
り
、
湿
地
を
経
て
水
田
へ
と

水
が
流
れ
込
み
ま
す
。

　
城
山
の
森
の
南
側
は
、
中
央
か
ら
流
れ
出

る
沢
が
起
状
を
つ
く
り
、
ハ
ッ
カ
の
自
生
す

る
湿
地
と
切
り
立
っ
た
崖
で
高
麗
川
に
接
す

る
な
ど
、
地
形
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
多
様
な
動
植
物
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

城
山
の
森
に
生
息
す
る
沢
山
の
生
き
物
や
植
物

◇
動
物　
キ
ツ
ネ
、
ア
ナ
グ
マ
、
ノ
ウ
サ
ギ
、

キ
ビ
タ
キ
、
シ
ジ
ョ
ウ
カ
ラ
、
ミ
ヤ
マ

セ
セ
リ
、
ル
リ
タ
テ
ハ
、
テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
、

カ
ワ
ト
ン
ボ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ト
ウ
キ
ョ

ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど

◇
植
物　
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
フ
デ
リ
ン
ド

ウ
、
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ
、
コ
ア
ジ
サ
イ
、
ハ

ッ
カ
、
ヌ
マ
ト
ラ
ノ
オ
、
コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、

ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
コ
ク
ラ
ン
、
サ

ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
コ
モ
チ
シ
ダ
な
ど

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く
安
全
に

　
城
山
の
森
の
私
有
地
は
、
城
山
の
森
づ
く

り
に
理
解
を
頂
き
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
希
少
な
動
植
物
の
保
全
と
危
険
な

場
所
を
避
け
る
た
め
、
樹
林
地
に
は
立
ち
入

ら
ず
、
遊
歩
道
を
散
策
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
策
す
る
際
は
、
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
タ
バ
コ
の
吸
殻
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

◇
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◇
城
山
の
森
の
中
に
生
育
し
て
い
る
植
物
の

　
中
に
は
、
希
少
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま

　
す
。
む
や
み
に
植
物
を
踏
み
荒
ら
し
た
り
、

　
抜
き
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
な
場
所
に
要
注
意
！

　
遊
歩
道
に
は
、
滑
り
や
す
い
場
所
、
降
雨

時
に
水
が
流
れ
、
沢
の
よ
う
に
な
る
場
所
な

ど
、
危
険
な
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ

ム
シ
も
生
息
し
て
い
ま
す
。
安
全
の
た
め
に
、

十
分
な
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
は
、
犯
罪
で
す
。

　
不
法
投
棄
は
、
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
違
反
し
た
場
合
は
、
法
律
に
よ

り
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
は
３
億
円
以
下
）
又
は

両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

城
山

の
森

　城山の森は、すばらしい景観と良好な
自然環境に恵まれた市内唯一のまとまっ
た樹林地です。希少な動植物も生息し、
今年新たに絶滅危惧種のコクランの群生
地が見つかるなど、保全の必要性が高い
ことから城山の緑を守り、育てていくこと
は、極めて重要です。
　森林の下草刈り、間伐、遊歩道の整備
を通して貴重な城山の森を保全し、市民
が散策できる憩いの場や、自然観察会な
どの環境教育の場として活用しています。

特集　～身近な里山を歩く～　城山の森　問合せ　環境政策課（内線 364）

城山は坂戸で唯一の山！

萩
はぎわら
原　章

あきら

さん

坂戸サワギキョウの会　代表

　外秩父の山並みが終わり、
なだらかに続く台地に位置
する坂戸市にあって、城山
は岩石基盤をもつ唯一の山
であり、丘陵地の長い年月
が育んだ多様な動植物が生
息生育しています。

1 号堰１号堰で一休みするシラサギサワギキョウ城山の森の看板タマゴタケ城山の森の所々にあるベンチミドリヒョウモン棚田
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子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
を
豊
か
に

　
乳
児
期
は
、
こ
と
ば
や
心
が
育
つ
大

切
な
時
期
で
す
。
特
に
好
奇
心
旺
盛
で

感
受
性
豊
か
な
２
歳
か
ら
６
歳
は
、
人

生
で
最
も
絵
本
や
お
話
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
年
齢
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
読
書
習
慣
を
身
に
付
け
る
に

は
、
幼
児
期
か
ら
の
読
書
体
験
が
大
切

で
す
。

　
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
週
「
お
は
な

し
会
」
を
開
催
し
、
年
齢
に
合
わ
せ
た

様
々
な
絵
本
と
の
出
会
い
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
図
書
館
の
中
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
学
校
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
成

長
に
合
わ
せ
て
、
本
に
親
し
む
環
境
を

整
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

に
つ
い
て
、
城
山
保
育
園
の
高
橋
園
長

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

中
央
図
書
館
で
行
っ
て
い
る
お
は
な
し
会

　
中
央
図
書
館
で
は
、
児
童
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
各
種
お
は
な
し

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

◇
ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会
（
毎
月

　
第
３
木
曜
日
）
午
前
11
時
〜
11
時
20

　
分

◇
お
は
な
し
広
場
（
毎
週
土
・
日
曜
日
）

　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

　
内
容
は
、
手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
で

す
。
毎
回
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
集

ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
参
加
経
験
の
な
い

方
も
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
広
場

　
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
で
10
か
月
児
健

診
の
際
に
開
催
し
て
い
る
「
赤
ち
ゃ
ん

絵
本
広
場
」
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
に
、
楽
し
く
ゆ
っ
く
り
ふ
れ
あ
う
ひ

と
と
き
が
も
て
る
よ
う
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
は
興
味
深
々
に
絵
本
を
ま
っ
す
ぐ

見
つ
め
、
絵
本
を
読
む
お
母
さ
ん
の
声

を
通
し
て
自
分
が
と
て
も
大
切
に
さ
れ

愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
喜
び
を

感
じ
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
心
の
栄
養
に
な
り
、
親
子
の
絆
を

強
め
ま
す
。

お
は
な
し
本
棚
（
お
は
な
し
会
）

　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
お

は
な
し
本
棚
」
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日

に
入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
会
場
に
は
、
お
も
ち
ゃ
や

遊
具
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
夢
中
で
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
達
も
、
お
は
な
し
会
が

始
ま
る
と
、
語
り
か
け
る
よ
う
な
声
に

引
き
寄
せ
ら
れ
、
輪
の
中
に
入
っ
て
く

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
の
本
棚
の
本
や
、
お
は

な
し
会
で
読
ま
れ
た
本
は
、
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

保
育
園
へ
の
出
張
お
は
な
し
会
と

団
体
貸
出

　
図
書
館
の
職
員
が
東
坂
戸
保
育
園
と

城
山
保
育
園
へ
訪
問
し
、
お
は
な
し
会

（
年
２
回
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎

日
の
よ
う
に
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
子
ど
も
達
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
（
素
話
）
に
も
、
集
中
し
て
す
ぐ

に
お
は
な
し
の
世
界
へ
。

　
ま
た
、
図
書
館
か
ら
保
育
園
へ
年
間

約
100
冊
の
団
体
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
坂
戸
保
育
園
で
は
毎
日
４
回
の
絵
本

タ
イ
ム
に
、
城
山
保
育
園
で
は
、
お
昼

寝
の
絵
本
タ
イ
ム
に
読
み
聞
か
せ
が
あ

り
、
子
ど
も
達
は
ど
の
本
も
楽
し
み
に

聞
い
て
い
ま
す
。

小
学
校
へ
の
団
体
貸
出

　
図
書
館
で
は
、
小
学
校
へ
朝
の
読
書

用
の
図
書
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。
教
室

内
の
身
近
な
所
に
本
が
あ
り
、
い
つ
で

も
本
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
南

小
学
校
の
４
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
先

生
の
す
す
め
も
あ
っ
て
、
本
の
好
き
な

子
だ
け
で
な
く
、
全
員
が
本
に
親
し
ん

で
い
ま
す
。

本との出会いで
広がる世界

問中央図書館☎ 281・6369

▲赤ちゃん絵本広場の様子

▼城山保育園で行われた読み聞かせの様子

絵本で親子のスキンシップを
　
当
園
で
は
、
家
庭
で
も
絵
本
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
家
庭
へ
本
の
貸
出
を

を
し
て
い
ま
す
。
本
を
選
ぶ
楽
し
み
、
借
り

る
楽
し
み
、
読
ん
で
も
ら
う
楽
し
み
、
返
す

楽
し
み
と
４
つ
の
楽
し
み
に
よ
っ
て
、
一
人

ひ
と
り
の
家
庭
読
書
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
と
て
も
大
切
で

す
。
５
分
で
も
い
い
の
で
絵
本
を
読
ん
で
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
親
の
声
が
耳
に
入
る
と
、

子
ど
も
の
心
が
安
定
し
ま
す
。
無
理
に
話
を

進
め
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
で

好
き
な
よ
う
に
、
好
き
な
場
面
を
じ
っ
く
り

見
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ふ
れ
あ
う
こ
と

で
、
子
ど
も
が
ど
ん
な
も
の
に
興
味
が
あ
る

の
か
、
そ
の
子
の
嗜
好
が
わ
か
り
ま
す
。

城山保育園　

高
たかはし

橋　洋
よ う こ

子 園長
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市
で
は
、
昨
今
の
台
風
の
大
型
化

や
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
浸
水

被
害
の
軽
減
、
被
害
か
ら
の
早
期
復

旧
を
図
る
た
め
、
緊
急
排
水
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
排
水
ポ
ン
プ
車

２
台
を
導
入
し
ま
し
た
。

排
水
ポ
ン
プ
車
と
は

　
排
水
ポ
ン
プ
車
は
、
台
風
等
の
襲

来
時
、
河
川
付
近
等
に
配
備
し
、
そ

の
付
近
の
浸
水
箇
所
の
緊
急
排
水
作

業
を
行
い
ま
す
（
作
業
イ
メ
ー
ジ
の

と
お
り
）。

　
車
両
に
は
、
排
水
作
業
に
用
い
る

発
動
発
電
機
、
排
水
ポ
ン
プ
、
排
水

ホ
ー
ス
な
ど
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

今
回
配
備
す
る
排
水
ポ
ン
プ
車
の

概
要
（
車
両
１
台
あ
た
り
）

・
ポ
ン
プ
台
数
：
６
台

・
排
水
量
：
30
㎥
／
分

※
標
準
的
な
25
ｍ
プ
ー
ル(

水
深
１

　
ｍ)

の
水
を
、
約
10
分
で
空
に
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
排
水
距
離
：
最
長
70
ｍ

・
最
大
積
載
量
：
８
ｔ
未
満

さ
か
ど
水
防
災
セ
ミ
ナ
ー

日　
時　
11
月
24
日
（土）　
午
前
10
時

　
～
正
午

場　
所　
勝
呂
公
民
館

内　
容　
最
近
の
気
象
や
水
防
に
関

　
す
る
講
話

定　
員　
300
名
（
先
着
順
）

費　
用　
無
料

講　
師　

①
国
土
交
通
省
荒
川
上
流
河
川
事
務

　
所
職
員

②
水
越
祐
一
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
テ
レ

　
ビ
朝
日
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
で

　
お
馴
染
み
の
気
象
予
報
士
）

主　
催　
坂
戸
市
自
主
防
災
組
織
連

　
絡
協
議
会
、
坂
戸
市

申
込
み　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
る
様
式
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
11
月
16
日
（金）
ま
で
に

直
接
窓
口
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
N
283
・

３
９
０
３
）
又
は
メ
ー
ル
（

sakado28@
city.sakado.

lg.jp)

で
防
災
安
全
課
へ

※
当
日
は
運
動
公
園
体
育
館
前
の
駐

　
車
場
で
、
排
水
ポ
ン
プ
車
の
実
車

　
展
示
を
行
う
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
終

　
了
後
、
プ
ー
ル
で
の
排
水
デ
モ
ン

　
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

※
参
加
者
の
方
に
は
粗
品
を
進
呈
し

　
ま
す
。

「
こ
ん
な
方
に
利
用
し
て
ほ
し

い
！
」
と
思
う
対
象
の
方
は
？

　
就
職
や
転
職
を
考
え
て
い
る

方
、
退
職
後
に
し
ば
ら
く
時
間

が
空
い
た
が
復
職
を
考
え
て
い

る
方
な
ど
、
お
仕
事
を
探
し
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

制
度
は
？

　
離
職
者
の
方
が
希
望
の
職
種

で
の
採
用
に
向
け
て
、
職
業
訓

練
に
お
い
て
、
不
足
す
る
自
身

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
早

期
就
職
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
講
可
能
な
職
業

訓
練
は
、
利
用
者
の
条
件
に
よ

り
受
講
の
状
況
が
変
わ
り
ま
す
。

　
受
付
窓
口
は
、
川
越
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
な
り
ま
す
が
、
ご

希
望
の
方
は
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　
ご
相
談
に
来
ら
れ
た
方
の
就

職
が
決
ま
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
利
用
し
て
良
か
っ
た
と
利
用

者
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
へ
知
ら
せ
た
い
こ
と
は
？

　
坂
戸
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
は
、
雇
用
保
険
に
関
す

る
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
お

仕
事
探
し
を
さ
れ
て
い
る
方
に
、

寄
り
添
っ
た
ご
相
談
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
遠
慮
な

く
ご
相
談
に
お
越
し
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

排水ポンプ車を
2台導入

水害時に活躍！

問防災安全課（内線 219）

　「坂戸市ふるさとハローワーク」は、坂戸市役所の北口玄関を入って
すぐ左にある川越公共職業安定所（ハローワーク川越）の出先機関です。
　ふるさとハローワークでは、仕事を探されている方からの相談や仕事
の紹介等をしています。
　このページでは、ふるさとハローワークのご利用方法や相談員へのイ
ンタビューを掲載しています。

営業時間　午前 10時～午後５時（土・日曜日、祝休日を除く）

→ →

利用方法

浸水箇所

排水側（河川）

発動発電機

フロート

排水ポンプ

排　水
ホース

ご活用ください！ 若年者から高年齢者ま
で、正社員・パートタ
イマーを問わずお仕事
探しを応援します。

坂戸市
　ふるさと
　　ハローワーク

田
たじま
島　正

まさし

さん

坂戸市ふるさとハローワーク
就職支援ナビゲーター

相
談
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

坂
戸
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
員
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

求人募集から探す

　ハローワークの待合スペー
スには、様々な求人募集のチ
ラシがあります。相談の待ち
時間などにご覧ください。

　全国の求人情報を検索でき
るタッチパネルのパソコンを
4台設置しています。ぜひご
利用ください。

　「気になる求人が見つかっ
た」「求人についてわからな
いことがある」そういった方
は、窓口へお越しください。

※利用方法の参考例です。直接窓口相談も可能です。

求人検索 PCから探す 窓口で相談 作業イメージ

問坂戸市ふるさとハローワーク☎ 284・0038

INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331
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今
、
読
書
週
間
が
展
開
中
で
す

母
と
幼
児
の
触
れ
合
い
に
最
適

　
10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
、

全
国
的
に
「
読
書
週
間
」
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
読
書
量
は

ど
の
程
度
で
し
ょ
う
か
。

　
若
い
お
母
さ
ん
か
ら
は
「
０
歳
児

の
10
ヶ
月
検
診
の
際
、
赤
ち
ゃ
ん
向

き
の
絵
本
と
出
会
い
、
機
会
あ
る
た

び
に
中
央
図
書
館
に
通
っ
て
い
ま

す
。
乳
幼
児
の
頃
か
ら
本
に
親
し

み
、
情
操
教
育
に
も
適
し
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
」、「
絵
本
を
通
し
て
、

母
と
乳
幼
児
が
遊
び
感
覚
で
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
っ
て
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
」
と
の
言
葉
が
聞
け

ま
し
た
。

　
小
・
中
学
生
か
ら
は
「
友
達
と
よ

く
図
書
館
通
い
を
し
て
伝
記
な
ど
を

読
ん
で
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

「
教
科
書
以
外
の
本
か
ら
多
く
の
知

識
や
知
恵
を
学
び
、
出
掛
け
る
た
び

に
図
書
館
っ
て
刺
激
的
だ
な
ぁ
と
感

じ
て
い
ま
す
」
と
語
る
高
校
生
。

　
学
習
室
に
は
、
開
館
前
か
ら
並
ん

で
、
利
用
さ
れ
る
市
民
の
姿
も
目
立

ち
ま
す
。
「
図
書
館
の
休
み
（
原
則

月
曜
日
）
以
外
は
、
毎
日
、
新
聞
に

目
を
通
す
こ
と
を
日
課
に
し
て
い
ま

す
」
と
い
う
御お

か
た仁

も
お
ら
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
に
と
っ
て
図
書
館
は
ど
の

よ
う
な
存
在
で
し
ょ
う
か
。
一
度
出

掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

読
書
で
き
る
幸
せ
・
平
和
を
実
感

１
日
に
、
１
千
人
近
く
が
訪
れ
る

　
こ
の
読
書
週
間
は
、
今
年
で
72
回

目
。「
ホ
ッ
と
一
息
、
本
と
一
息
」
が

標
語
で
す
。
あ
な
た
の
人
生
設
計
の

中
に
、
本
と
の
付
き
合
い
を
組
み
入

れ
て
、
人
生
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
読
書
週
間
が
始
ま
っ
た
の
は
戦
後

間
も
な
い
昭
和
22
年
。
ま
だ
戦
禍
の

傷
跡
が
残
る
中
、「
読
書
の
力
で
平

和
な
文
化
国
家
を
つ
く
ろ
う
」
と
の

願
い
を
込
め
、
出
版
・
書
店
・
図
書

館
に
、
新
聞
・
放
送
な
ど
マ
ス
コ
ミ

も
加
わ
り
、
国
民
的
行
事
と
し
て
全

国
的
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

11
日
は
「
秋
の
図
書
館
ま
つ
り
」

大
川
平
三
郎
す
ご
ろ
く
も
登
場

　
こ
の
11
日
の
日
曜
日
は
、
秋
の
図

書
館
ま
つ
り
で
す
。
そ
こ
で
は
本
の

リ
サ
イ
ク
ル
市
、
お
は
な
し
玉
手
箱
、

大
川
平
三
郎
す
ご
ろ
く
な
ど
本
と
触

れ
合
う
楽
し
い
10
件
の
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
（
12
ペ
ー
ジ
参

照
）。
図
書
館
と
縁
遠
か
っ
た
人
も
、

こ
の
機
会
に
お
出
掛
け
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
中
央
図
書
館
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
ジ

ャ
ン
ル
の
蔵
書
が
あ
っ
て
、
そ
の
数

30
万
冊
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

訪
れ
る
市
民
も
、
年
間
27
万
人
。
１

日
１
千
人
近
く
に
な
り
ま
す
。

　
２
階
に
は
、
郷
土
の
偉
人
「
日
本

の
製
紙
王
・
大
川
平
三
郎
翁
」
の
常

設
展
示
場
が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
小

学
校
で
は
、
４
年
生
に
な
る
と
そ
の

伝
記
を
学
習
し
、
５
年
、
６
年
生
を

対
象
に
「
大
川
平
三
郎
伝
記
（
子
ど

も
版
）
の
読
書
感
想
文
」
を
募
集

中
（
締
め
切
り
は
12
月
７
日
）
で
す
。

あ
な
た
の
周
辺
に
該
当
す
る
お
子
さ

ん
、
お
孫
さ
ん
が
居
ら
れ
れ
ば
是
非
、

応
募
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
市
民
記
者　
飯
田
康
夫
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
と
な
り
ま
す
。
控
除

の
対
象
に
な
る
の
は
、
そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
又
は
「
領

収
証
書
」（
納
付
書
で
納
め
た
場
合
の

領
収
書
）
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
と
き
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

①
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
方

　
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１

　
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

　
を
納
付
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

②
平
成
31
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

　
る
方

　
平
成
30
年
10
月
２
日
か
ら
12
月
31

　
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

　
方
が
対
象
で
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛
に
送

ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
は
、
次
の

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◇
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
003
・
004
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話

で
お
か
け
に
な
る
場
合
は
（
☎
03

・
６
６
３
０
・
２
５
２
５
）

受
付
期
間　
平
成
31
年
３
月
15
日
（金）

　
ま
で

受
付
時
間　
◇
月
～
金
曜
日
＝
午
前

　
８
時
30
分
～
午
後
７
時

◇
第
２
土
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後

　
５
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

　
12
月
29
日
（土）
～
１
月
３
日
（木）
は
、

　
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定

　
電
話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は

　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
市
内
通
話

　
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
03
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５
の
電

　
話
番
号
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、

　
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

問
市
民
課
（
内
線
４
４
９
）

市
民
記
者
レ
ポ
ー
ト

０
歳
児
の
絵
本
か
ら
高
齢
者
ま
で
読
書
の
指
南
役

ー
蔵
書
30
万
冊
強
。
年
間
27
万
人
が
訪
れ
る
中
央
図
書
館
ー

　
広
報
広
聴
課
（
内
線
１
６
４
）

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
発
行

市
民記者レポー

ト

問

読み聞かせの絵本に興味を
示す幼児たち

　
認
知
症
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
よ
っ
て
進
行
を
遅
ら
せ
、
今
後

の
生
活
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
市
に
は
、
ご
家
族
や
本
人
の
認
知

症
レ
ベ
ル
を
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
「
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
」

が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
よ
り
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
認
知
機
能
の
維
持
・
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
す
こ
や

か
脳
ク
ラ
ブ
、
認
知
症
の
人
で
も
そ

う
で
な
い
方
で
も
誰
で
も
集
え
る
お

れ
ん
じ
カ
フ
ェ
等
が
あ
り
ま
す
。
認

知
症
予
防
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
疑
問
は

　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
認
知
症
等
の
症
状
に
よ
り
生
活
を

す
る
上
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
各
地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
（
東
部
地
区
）
若
葉
☎
284
・
７
７

　
７
５  

◇
（
西
部
地
区
）
シ
ャ
ロ
ー
ム
☎
282
・

　
４
５
９
２

◇
（
中
央
第
一
地
区
）
さ
く
ら
☎
288
・

　
７
７
０
１

◇
（
中
央
第
二
地
区
）
し
ん
ま
ち
☎

　
280
・
３
２
１
０

◇
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
　
　
配
布
し
て
い
ま
す

　
認
知
症
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
る「
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　
高
齢
者
福
祉
課
、
各
公

　
民
館
、
中
央
図
書
館

問
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

日　時　11月 29日（木）
　◇講義：午後２時～３時 30分
　◇座談会：午後３時 30分～１時間程度
　（座談会は自由参加）
場　所　入西地域交流センター会議室
内　容　認知症の病気の理解や薬、予防等
対　象　市内在住・在勤者 
定　員　30名（先着順）
費　用　無料
講　師　丸木記念福祉メディカルセンター
　認知症疾患医療センター長　岡島宏明氏
申込み　11月20日（火）までに電話でシャ
　ローム地域包括支援センター（☎ 282・
　4592）へ

認知症地域学習会 城西大学にて開催！

　城西大学現代政策学部の真殿ゼミが、シャ
ローム地域包括支援センターとおれんじカ
フェを開催します。一緒に語り合いましょう。
日　時　11 月 13 日・20 日・27 日、12 月
　11日毎回火曜日　午後１時30分～３時
場　所　城西大学坂戸キャンパス 13号館
　305 号室
定　員　15名（先着順）
費　用　無料
申込み　11月９日（金）～電話で同大学現代
　政策学部真殿研究室（☎ 271・7679、水
　曜日午後３時～４時のみ）又はシャローム
　地域包括支援センター（☎282・4592）へ

おれんじカフェ

おれんじカフェ

すこやか脳クラブ

認
知
症
は
早
期
に
発
見
を

INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331
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平
成
31
年
１
月
13
日
（日）

  

下
表
の
と
お
り

  

平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
該
当
者

の
方
に
は
、
招
待
状
を
12
月
初
旬

に
発
送
し
ま
す
。

※
市
内
転
居
な
ど
の
理
由
で
、
記
載

以
外
の
会
場
を
希
望
す
る
方
、
市

外
転
出
し
た
方
で
坂
戸
市
で
の
成

人
式
に
参
加
希
望
の
方
は
、
中
央

公
民
館
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
市
町
村
で
の
成
人
式
に
参
加

を
希
望
す
る
方
は
、
希
望
す
る
市

町
村
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
☎
281
・
１
５
６
７

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
事
業
と

し
て
、
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
高

齢
者
や
市
民
の
模
範
と
な
る
高
齢
者

を
「
い
き
い
き
高
齢
者
」
と
し
て
認

定
し
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
（木）
に
開
催
し
た
敬
老
会

に
お
い
て
、
市
長
よ
り
認
定
証
の
交

付
を
行
い
ま
し
た
。

　
認
定
さ
れ
た
方
は
、
市
内
に
在
住

す
る
お
お
む
ね
75
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
長
年
に
わ
た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
卓
球
な
ど
の
運
動
、
小
学

生
の
通
学
見
守
り
や
花
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
地
域
活
動
、
俳
句
、
納

涼
祭
の
踊
り
の
稽
古
な
ど
文
化
芸
能

活
動
等
で
活
動
し
て
い
る
方
や
新
た

な
目
的
に
向
か
っ
て
挑
戦
を
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

梶
田
義
勇
、
小
鹿
野
安
江
、
吉
野

か
つ
枝
、
佐
藤
孝
夫
、
野
村
き

み
、
山
谷
ふ
み
子
、
小
林
み
よ
子
、

八
巻
滋
、
安
部
タ
マ
、
戸
谷
富
美
、

森
田
幸
三
、
森
田
よ
し
子

（
敬
称
略
）

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
２
）

坂
戸
市
い
き
い
き
高
齢
者
を
認
定

坂
戸
市
い
き
い
き
高
齢
者
を
認
定

　
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど

の
児
童
虐
待
に
関
す
る
報
道
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
平
成
28
年
度
に
は
77

人
（
心
中
含
む
）
も
の
尊
い
生
命
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
死
亡
に
至
ら
ず
と
も
、
心

身
を
傷
つ
け
ら
れ
る
事
案
が
数
多
く

発
生
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
全

国
の
児
童
相
談
所
が
対
応
し
た
虐
待

相
談
件
数
は
13
万
件
を
超
え
て
い
ま

す
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ

　
虐
待
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
で
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
や
声
か
け

な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭
が
孤
立

し
な
い
よ
う
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
虐
待
の
サ
イ
ン

◇
不
自
然
な
ア
ザ
や
傷
が
あ
る
。

◇
着
衣
や
身
体
が
い
つ
も
不
衛
生
。

◇
大
人
の
怒
鳴
り
声
や
、
子
ど
も
の

泣
き
声
が
よ
く
聞
こ
え
る
。

◇
子
ど
も
が
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
。

●
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
た
め
ら
わ

ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

勇
気
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

※
連
絡
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

連
絡
の
結
果
、
虐
待
で
な
く
て
も

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

連
絡
先

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ

ヤ
ル
☎「
189
」（
お
住
ま
い
の
地
域
の

児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

・
川
越
児
童
相
談
所
☎
223
・
４
１
５

２
・
子
育
て
支
援
課
☎
283
・
３
９
６
５

・
西
入
間
警
察
署
☎
284
・
０
１
１
０

・
休
日
、
夜
間
児
童
虐
待
通
報
ダ
イ

ヤ
ル
☎
048
・
779
・
１
１
５
４

・
埼
玉
県
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
（
児

童
、
高
齢
者
、
障
害
者
へ
の
虐
待
）

☎「
＃
７
１
７
１
」（
24
時
間
対
応
）

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
へ

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
気
軽
に

  　
　
　

 

相
談
し
て
く
だ
さ
い　

  

　
子
育
て
は
、
親
に
と
っ
て
楽
し
み

の
多
い
も
の
で
す
が
、
誰
で
も
不
安

や
悩
み
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
も
の
で

す
。

　
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
相
談
先

・
家
庭
児
童
相
談
室
☎
283
・
１
３
３

１
（
内
線
４
８
４
）

・
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
284
・
１
６

２
１

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
保

育
園
内
）
☎
288
・
２
１
４
１

・
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
283
・
７
３
０
１

子
育
て
支
援
課
（
内
線
４
８
３
）

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加

害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買

春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
も
の
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
す
べ

き
重
要
課
題
で
す
。

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
の
な
い
社
会
に
！

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

親
密
な
関
係
に
あ
る
（
あ
っ
た
）
者

か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
を
い
い
ま
す
。

　
殴
る
・
蹴

る
・
物
を
投
げ
つ
け
る
・
刃
物
を

振
り
か
ざ
す
等
。

　
「
誰
の
お
か
げ
で

生
活
で
き
る
ん
だ
！
」
等
の
暴
言
、

交
友
関
係
や
毎
日
の
行
動
を
監
視

す
る
、
無
視
す
る
等
。

　
望
ま
な
い
性
行
為
の

強
要
、
避
妊
に
協
力
し
な
い
等
。

　
必
要
な
生
活
費
を

渡
さ
な
い
、
仕
事
を
無
理
や
り
や

め
さ
せ
て
経
済
的
に
弱
い
立
場
に

さ
せ
る
等
。

　
子
ど

も
へ
の
加
害
を
ほ
の
め
か
す
、
子

ど
も
に
被
害
者
が
悪
い
と
思
わ
せ

る
等
。

【
坂
戸
市
の
相
談
窓
口
】

女
性
相
談

　
Ｄ
Ｖ
、
離
婚
、
家
族
と
の
関
係
や

自
分
の
こ
と
、
生
活
、
健
康
な
ど
女

性
の
悩
み
全
般
に
つ
い
て
、
女
性
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
個
人
面
談
で
、
電
話
で
も

相
談
に
応
じ
ま
す
が
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

　
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

※
相
談
時
間
は
１
人
50
分

　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

　
無
料

　
人
権
推
進
課
男

女
共
生
担
当
（
勤
労
女
性
セ
ン
タ

ー
内
） 

☎
283
・
１
３
３
１
（
内
線

３
７
２
）

※
予
約
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
で
す
。

※
男
女
共
生
担
当
職
員
に
よ
る
Ｄ
Ｖ

相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

1111
月月
1212
日
か
ら

日
か
ら
2525
日日
はは

放
置
自
転
車
は
危
険
で
す　

　
放
置
自
転
車
は
、
街
の
美
観
を
損

ね
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
車
の

通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
交
通
事
故
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

放
置
自
転
車
は
警
告
後
撤
去
し
ま
す

　
市
で
は
、
坂
戸
市
自
転
車
放
置
防

止
条
例
に
基
づ
き
、
市
内
３
駅
（
坂

戸
駅
・
北
坂
戸
駅
・
若
葉
駅
）
を

中
心
と
し
た
半
径
約
300
ｍ
以
内
の
道

路
・
公
園
・
駅
前
広
場
等
の
公
共
の

場
所
を
「
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
」

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

や
原
動
機
付
自
転
車
は
、
警
告
シ
ー

ル
等
で
あ
ら
か
じ
め
告
知
し
た
う
え

で
、
撤
去
し
ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
錠
な
ど
で
つ
な

が
れ
て
撤
去
が
困
難
な
場
合
、
や
む

を
得
ず
切
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
西
大
家
駅
周
辺
は
、
歩
行

者
等
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、

移
送
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
利
用
者
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
放
置
自
転
車
ゼ
ロ

の
街
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
安
全
課
（
内
線
３
１
９
）

自
転
車
は
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
と
め
ま
し
ょ
う
！

自
転
車
は
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
と
め
ま
し
ょ
う
！

放
置
自
転
車
ゼ
ロ
へ

放
置
自
転
車
ゼ
ロ
へ

坂戸市成人式坂戸市成人式

中学校区域

住吉中学校
桜 中 学 校
浅羽野中学校
若宮中学校
城山中学校
千代田中学校

北坂戸公民館
浅羽野中学校体育館
入西地域交流センター
城山公民館

千代田中学校 千代田公民館

会　 場 受付開始
午後1時

午後1時
午後1時

午後1時

午後2時
午後2時
午後2時

坂戸中学校 中央公民館
勝呂公民館

午後1時30分
午後1時30分
午後1時30分
午後1時30分
午後2時30分
午後2時30分
午後2時30分

式典開始

市民カメラマン荘司和則さん撮影

ストップ！児童虐待ストップ！児童虐待
みんなで子どもの笑顔を守りましょうみんなで子どもの笑顔を守りましょう

ストップ！児童虐待ストップ！児童虐待
みんなで子どもの笑顔を守りましょうみんなで子どもの笑顔を守りましょう

1111
月
は
月
は

児
童
虐
待
防
止

児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

推
進
月
間
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坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

坂
戸
市
と
鶴
ヶ
島
市
の
全
小
学
校
の

３
・
４
年
生
児
童
を
対
象
に
、
夏
休

み
期
間
中
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
163
点
の
応
募
が
あ
り
、

45
点
が
入
選
し
、
最
優
秀
作
品
１
点

と
優
秀
作
品
６
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

鶴
ヶ
島
市
立
新
町
小
学
校
３
年　

関
口
煌
騎
さ
ん

優
秀
作
品

・
勝
呂
小
学
校
３
年　
小
林
美
優
さ

ん
・
千
代
田
小
学
校
４
年　
髙
田
結
月

さ
ん

・
大
家
小
学
校
３
年　
松
尾
琉
叶
さ

ん
・
桜
小
学
校
４
年　
松
田
秀
太
郎
さ

ん（
ほ
か
鶴
ヶ
島
市
内
の
小
学
生
２

名
）

　
こ
れ
ら
の
入
選
作
品
は
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
期
間
中
を
目
安
に
次

の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

　
11
月
２
日
（金）
〜
16
日
（金）

（
休
館
日
を
除
く
）

　
入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課
☎
281
・
３
１
１
７

　
11
月
９
日
（金）
〜
15
日
（木）
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

　
家
の
周
囲
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
中
に
お
け
る
管
内
の
火
災

原
因
ワ
ー
ス
ト
３

○
放
火
（
疑
い
を
含
む
）
10
件

○
た
ば
こ　
９
件

○
こ
ん
ろ　
４
件

あ
な
た
の
命
を
守
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　
寝
室
等
に
煙
式
の
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
設
置
が
お
済
の
方
は
定
期

的
に
警
報
器
の
掃
除
や
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課
☎
281
・
３
１
１
７

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
が
決
定

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
が
決
定

①
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
　
古
本
約
１
千
500
冊
、
一
人

10
冊
以
内
（
児
童
書
は
５
冊
ま
で
）

※
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
お
は
な
し
玉
手
箱

　
午
前
10
時
〜
11
時

　
幼
児
か
ら
低
学
年
ま
で

③
み
ん
な
の
お
り
が
み
教
室

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
り
が
み
な
ど

④
工
作
教
室

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時
　
と
び
出
す
カ
ー
ド
な
ど

⑤
大
川
平
三
郎
す
ご
ろ
く

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分　

　
幼
児
〜　

⑥
ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
午
前
11
時
15
分
〜
11
時
35

分
　
０
〜
２
歳
児
と
そ
の
保
護

者
（
当
日
先
着
15
組
）

⑦
人
形
劇
「
す
え
ひ
ろ
ぽ
ん
ぽ
こ
り
ん
」

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分
　
幼
児
〜

⑧
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
（
書
評
合
戦
）

　
午
後
３
時
〜
４
時

　
観
戦
者
50
名
（
当
日
先
着
順
）

⑨
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
体
験
講
座

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
ク
イ
ズ
に
挑
戦

⑩
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
完
成
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し

上
げ
ま
す
。（
先
着
100
名
）

《
共
通
事
項
》

　
無
料　

　
不
要

中
央
図
書
館
☎
281
・
６
３
６
９

事
業
所
向
け
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　
①
11
月
20
日
（火）
②
11
月
21

日
（水）　
午
後
１
時
〜
２
時

　
①
コ
ピ
ス
み
よ
し
（
三
芳

町
藤
久
保
１
１
０
０‒

１
）
②
文

化
会
館
ふ
れ
あ

消
費
税
業
務
担
当
者

事
業
所
向
け
年
末
調
整
説
明
会

　
①
11
月
20
日
（火）
②
11
月
21

日
（水）
午
後
２
時
15
分
〜
４
時
15
分

③
11
月
22
日
（木）　
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
２
時
〜
４
時

　
①
コ
ピ
ス
み
よ
し
②
文
化

会
館
ふ
れ
あ
③
川
越
市
や
ま
ぶ
き

会
館
（
川
越
市
郭
町
１‒

18‒

１
）

　
源
泉
徴
収
義
務
者
の
年
末

調
整
事
務
担
当
者

青
色
申
告
決
算
説
明
会

　
①
11
月
30
日
（金）
②
12
月
３

日
（月）
③
12
月
４
日
（火）
⑤
12
月
５
日

（水）　
午
後
２
時
〜　
④
12
月
５
日

（水）
⑥
12
月
10
日
（月）
⑦
12
月
11
日
（火）  

午
前
９
時
30
分
〜

①
文
化
会
館
ふ
れ
あ
②

キ
ラ
リ
☆
ふ
じ
み
（
富
士
見
市
鶴

馬
１
８
０
３

‒

１
）
③
ウ
ィ
ズ
も

ろ
や
ま
（
毛
呂
山
町
岩
井
西
５

‒

16‒

１
）
④
・
⑤
ウ
ェ
ス
タ
川

越
（
川
越
市
新
宿
町
１‒

17‒
17
）

⑥
・
⑦
川
越
税
務
署（
並
木
452

‒

２
）　

①
〜
④
・
⑥
事
業
所
得
者

⑤
・
⑦
不
動
産
所
得
者

白
色
申
告
決
算
説
明
会

　
①
12
月
７
日
（金）
②
12
月
11

日
（火）　
午
後
２
時
〜　
③
12
月
12

日
（水）　
午
前
９
時
30
分
〜　
④
12

月
12
日
（水）　
午
後
２
時
〜

　
①
ウ
ェ
ス
タ
川
越　
②
〜

④
川
越
税
務
署

　
①
・
②
不
動
産
所
得
者　

③
・
④
事
業
所
得
者

消
費
税
説
明
会

　
12
月
14
日
（金）　
①
午
前
９

時
30
分
〜　
②
午
後
２
時
〜

　
川
越
税
務
署

　
①
簡
易
課
税
者　
②
一
般

課
税
者

《
共
通
事
項
》

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

軽
減
税
率
制
度
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
川
越
税
務
署
法
人
課
税
第
一

部
門
☎
235
・
９
４
４
７

年
末
調
整
説
明
会
に
つ
い
て
は
、

川
越
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部

門
☎
235
・
９
４
２
０

青
色
申
告
決
算
説
明
会
、
白
色
申

告
決
算
説
明
会
、
消
費
税
説
明
会

に
つ
い
て
は
、
川
越
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
☎
235
・
９
４
１
１

川
越
税
務
署
よ
り
各
種
お
知
ら
せ

11
月
11
日
（日）
開
催
！

秋
の
図
書
館
ま
つ
り

平
成
31
年
度

　
末
広
幼
稚
園
で
は
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　
60
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
抽
せ
ん
）

　
市
内
に
在
住
す
る
４
歳
児

（
平
成
26
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

27
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児
）　

２
年
保
育

入
園
願
書
の
交
付
と
受
付

　
11
月
５
日
（月）
〜
10
日
（土）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
10
日
（土）
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
で
す
。

　
末
広
幼
稚
園

授
業
料
等

◇

＝
な
し

◇

＝
年
額
10
万
８
千
円
（
９

千
円
×
12
か
月
）

◇

＝
年
額
２
万
４
千

円
（
２
千
円
×
12
か
月
）

※
北
坂
戸
地
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域

は
、
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
行
い
ま

せ
ん
。

末
広
幼
稚
園
（
☎
281
・
５
３
３
１
）

又
は
教
育
総
務
課
（
内
線
５
６
３
）

　身近なところで住みよい地域社会づくりのため
に活動を続けている、個人又は団体に贈る「さつ
き賞」の受賞者が決定しました。

【心のふれあいを深める活動】
（個人）鎌倉洋一、吉澤豊
（団体）中里榎クラブ

【健やかな心身を育てる活動】
（個人）重松博、東條茂治
（団体）紺屋いきいき健康サロン
【住みよいふるさとをつくる活動】
（個人）小川三郎、進藤榮一、野口弘、
　　　　横田新造
（団体）高麗川ホタルの会（敬称略）

平成30年度さつき賞受賞者の決定

問市民生活課（内線317）

『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
』

市民バス迂回のお知らせ
　マラソン開催中は以下の停留所には停車しません。
すぐろ線　「運動公園」「石井芝生美」
「島田」「島田上宿」「島田本村」「島田東部集会所」「島
田新田」「島田赤尾境」「赤尾弾正」「赤尾中」「赤尾
金山」
問市民生活課（内線 314）

第1８回坂戸市民チャリティマラソン交通規制

運動会の様子運動会の様子
最優秀賞作品

東蔵寺

〆松地蔵

全面通行止

11月18日（日）　午前８時30分～午後0時30分
※雨天決行

交 通 規 制 図

N

東蔵寺

全面通行止
午前８時30分～午後０時30分

〆松地蔵

勝呂小勝呂小

県道日高川島線

川島・東松山・川越方面
迂回路

天神橋

市民総合運動公園

県道片柳川越線

高坂橋

国道407号
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